

























































































検地年次 １６０８－４４ 1６４５－７１ １６７２－１７４５ １７４６－１８６９ 新田高計 本田
３２９３ ８３８６ ３７１６ １３４９７ ２８８９２ ９５３０８
日井 ３６９７ ７４６２ ２０４１ ５５５２ １８７５２ １３２９００
２１３０ １１７８ ３２７５ ７０７６ ６６１２９
1３１ ４６７ １４６２ １７６０９
７０２６ ３３９９ １４６０ １２８４２ 111388
５２０９ ７６３３ ２８７４ ４８５４ ２０５７０ １０７０４５
１２２８０ １２９９０ ３３２２ １８０４ ３０３９６ １４１９１
１１６１ ２７７９ ３９８７ ５２４９ １３１７６ ８６９５９
尾張計 ３３５７１ ４５２３０ 1８２０９ ３６１５５ １３３１６５ ６３１５２９
第２表本田・新田の高・面積 (寛文12年）
尾張計 ７８８０１ ４１５８５ ７４４０
注：「寛文村々覚書」による。
1４
1608-44 645-71 1672-1745 1746-1869 高
愛知 ，２９ ，３８ 3,716 1 ，４９ 2 ，８９ 9 ，３０
春日 ，６９ 7,462 2,041 ，５５ 1 ，７５ 132,900
丹羽 493 ，１３ 1，１７ ，２７ ，０７ 6 ，１２
葉栗 412 452 467 ，４６ 1 ，６０
中島 7,026 ．３９ 957 1,460 12,842 1,38
海東 ．２０ ，６３ 2,874 ，８５ 2 ，５７ 107,045
海西 1 ，２８ 1 ，９９ ，３２ ，８０ 3 ，３９ 1 ，１９
知多 1，１６ ，７７ ，９８ ，２４ 1 ，１７ 8 ，９５
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新田村 郡名 初検地年 石高(石） 田畑(町） 戸数(戸） 備考
①日光備前新田 海東 1608 477.4 3４．１ 中一色村の控
②大野新田 ﾉノ 1608 463.3 4３．０ 105 鈴木嘉十郎知行地
③立田新田 海西 1631 ６，７８７．８ 420.0 618 13か村
④外大成村 〃 1631 618.7 4３．７ 8１
⑤富安村 1631 319.6 2１．１ 3７
⑥中島新田 愛知 1632 858.8 7６．３ 9３ 成瀬豊前守知行地
⑦六条新田 海西 1642 １，４３０．９ 126.2 8６ 佐屋村孫兵衛
⑧間々原新田 春日井 1646 381.3 2８．６ 5５ 入鹿新田
⑨小場塚新田 ﾉノ 1647 317.9 2９．７ 3６
⑩森津新田 海西 1647 407.9 4６．９ 7４ 武田沢右衛門
⑪蟹江新田 海東 1648 1,809.0 159.6 215
⑫平島新田 海西 1648 526.9 4６．５ 133 服部市兵衛ほか７名
⑬下原新田 春日井 1649 714.7 7９．５ 207 成瀬隼人正自分新田
⑭津島五ヶ所新田 海東 1650 ３．８１４．２ 369.8 634 5か村
⑮馬ヶ地新田 海西 1650 387.9 3９．２ 5６ 山澄淡路守知行地
⑯竹田新田 ﾉノ 1650 468.3 4３．５ 8９ 〃
⑰鳥ヶ地新田 ﾉノ 1650 610.9 5５．８ 9５ 志水甲斐守知行地
⑱鎌島新田 〃 1650 443.1 3７．６ 7４ 蟹江本町村鈴木四郎左衛門
⑲熱田新田 愛知 1651 ４，５２２．８ 403.8 544 藩営
⑳味錠原新田 春日井 (1652） (113.9） 301 竹腰山城守請控
⑳芝井新田 海西 1653 410.1 3８．２ 4５ 作間善兵衛･同元左衛門
⑳名古屋新田 愛知 (1658） ２．７７４．０ 354.5 175 兼松源蔵・小塚源兵衛
⑳前ヶ須新田 海西 1660 404.4 3１．７ 6３ 西保村権右衛門ほか
⑭春日井原新田 春日井 1662 933.9 1１２．８ 246 入鹿新田
⑳小牧原新田 ﾉノ 1662 780.0 8９．５ 117 落合徳右衛門，入鹿新田
⑳入鹿出新田 ﾉノ 1662 366.1 4０．６ 6６ 入鹿新田
⑰楽田原新田 丹羽 1662 306.0 3５．６ 6９ ﾉノ
⑳東福田新田 海東 1662 １．４６４．５ 205.5 529 志水甲斐守知行地
⑳八シ屋新田 知多 1664 302.6 2６．８ 7２ 名和村の百姓８名
⑳沓掛新田 愛知 1665 1,064.8 129.8 174
⑪善太新田 海東 1667 1,656.4 219.0 8０ 服部茂左衛門
⑫茶屋新田 ﾉノ 1669 1,732.5 160.9 1５１ 茶屋中島家
⑳鳥ヶ地前新田 海西 (1679） (57.7） 4０ 蟹江本町村鈴木四郎左衛門
⑭西福田新田 海東 1684 1,281.2 1２２．３ ？． 志水甲斐守自分新田
⑮茶屋後新田 〃 1696 1．１９５．９ 114.2 6４ 茶屋中島家
⑳甚兵衛新田 愛知 1704 674.3 6７．４ 2０ 福田新田西川甚兵衛
⑰大宝新田 海西 1704 666.7 6６．８ 5６ 百姓３名
⑳稲 うじ 新田 〃 1706 481.6 4８．５ 8９ 知多郡大野村綿屋六兵衛
⑳土古山新田 愛知 (1740） （40.2） 成瀬隼人正請控
⑳ 地新田 海西 1742 366.3 37.0 3７ 鯏浦村宇佐美孫左衛門ほか
⑪ 兵 愛知 1744 426.9 3８．８ 2３ 知多郡大高村源兵衛
⑫ 蓋 海東 1745 370.6 2９． ７ 材木町兼山屋与市
、神 新田 海西 1745 499.8 4５．８ 2８ 犬山屋神戸文左衛門
⑭柴田新田 愛知 1785 365.7 4０．９ 3６ 納屋町柴田屋新兵衛
小）１１新 海東 (1797） （40.3） １ 竹田新田佐藤五兵衛
⑮ 高新田 〃 (1797） （81.3） 1４ 明治２年4949石
⑰熱田前新田 愛知 (1801） (349.0） ７． 藩営
田 海西 (1801） （92.3） ７． 犬山屋神戸文佐衛門
島 海西 (18 1） (296.7） ７． 鳥ヶ地新田庄屋佐野周平ほか





































































































































































































































































新田名 開発年 面積 敷 地代金 作取年数 免 願主
納屋山新田 1683 10. 町 160両 年 福田新田弥市
稲 ﾌ厄 新田 西 1695 4７．６ 950 1０ 定免五ツ 知多郡大野村綿屋六兵衛
甚兵衛新田 知 1696 6７．４ 100 ８ 福田新田西)||甚兵衛
稲吉新田 西 1697 ４．８ 1０ 知多郡朝倉村七郎兵衛
稲荷新田 ﾉノ 1697 3８．９ 1０ 知多郡寺本村又右衛門ほか１名
巾着亥新田 愛知 1701 １．８ 6１ ７ 永代反に5斗6升 長者町孫七
神 戸 新田 海西 1707 125.0 ７．８１１ 1０ 定免五ツ 犬山屋神戸文左衛門
芝井走新田 ﾉノ 1720 30.0 550 1５ 永々極免四ﾂ五分 ７．
水袋新田 愛知 1726 2１．４ 2０ 永々反に５升 本地村弥次右衛門
松名新田 海西 1726 28.0 550 1５ 永々極免四ﾂ五分 蟹江本町村鈴木四郎左衛門ほか3名
鍋蓋新田 海東 1726 2９．１ ３，０００ 1７ 永々定免四ツ 材木町兼山屋与市
戸部下新田 愛知 1７２８ 1７．０ 100 1０ 赤塚町喜兵衛
忠治新田 〃 1735 ９．５ 2０ 1８ 永々反に５升 熱田田中町忠治
土古山新田 ﾉノ 1740 4０．０ 500 1５ 蟹江村鈴木新肋
道徳新田 〃 1741 2０．５ ５ 年々見立免 ？．
藤高新田 海東 1797 8１．３ 3０ 見立免 福田新田弥市
小）|｜新田 ・ノノ 1797 4０．３ 2０ 竹田新田佐藤五兵衛
甚兵術後新田 愛知 1802 4３．６ 1３ 見立免 福田新田西)||甚兵衛
間崎新田 海西 1809 1１．６ 2０ 見立免 松名新田佐野治右衛門ほか３名
稲荷新田地先 〃 1809 4０．０ 2０ 八島新田喜兵衛ほか１名
柴田前新田 愛知 1８１４ 2６．１ 1７ 知多郡名和村庄屋ほか２名
政成新田 海西 1824 104.5 834 1９ 寛延新田大河内庄兵衛
生まれた余剰部分である。享保15年（1730）の居付
百姓は23戸で）その小作地は合計48町８反，総面積
の58％にすぎず,残り42％は近辺の村からの入作百
姓117人によって耕作されている。寛政2年(1790）
には居付百姓27戸,入作百姓152人であり，小作地面
積の割合は68％対32％となる｡彼らはともに一年契
約の小作農であり，年々収穫の80％を徒米として徴
集された。天明元年（1781）から寛政12年（1800）
までの20年間についてみると,総収穫量622石の20％
が百姓作徳,年貢が30％,地主得分が50％であるが，
幕末期(1831年～44年)になると,総収穫679石の32％
が百姓作徳,年貢が27％,地主得分は41％に低減し
ている20)。
稲元新田は，知多郡大野村の綿屋六兵衛が元禄８
年(1695)に敷金950両を上納し，自分金をもって堤
築立て，１０年の作取りの後，宝永３年（1706)検地
された田畑47町６反余(高476石８斗）である。「定
免五ツ取の積にて三ケ年御年貢上納し，三役銀其外
諸役等永々つとむる筈に定め，御普請は上より被仰
付し城同七寅年暴風にて決壊せしを自分金を似て
修造せり。然るに又享保七寅年暴風j共涛にて堤処々
決壊し，田畝廃亡せしにより，再び自分金を似て同
九辰年に至り堤を修造し，同年より卯年まで十一年
七分作取り，年数あきより永々定免高ニツ五分に仰
付られ，堤杁修造上より被仰付，三役銀諸役つとめ
来れり」というかり恂行記によれば；「｣l噺田は地主
名古屋塩町小島屋庄右衛門也。同人会所あり」と記
されている［前注５）134～５頁]。
この稲元新田力敷金と作取年数を条件に藩が新田
開発を許可した最初（1695年）であろう。１７世紀末
以後,開発の免許状に記された作取年数をみると(第
４表),１０年から20年がほとんどである。この作取年
数のために，願主は敷金を上納したのである。作取
とは,「新田又は新規に見取所切起候節,何年之間は
無年貢と相極め,作物不残地主へ取納候を申候｡」し
かし,｢敷金有之候ては,作り取年数等梱匹,ﾌR宜候b｣21）
つまり，敷金は作取年数と関係する。作取年数が長
いならば；多くの敷金を上納してもよいことになる。
このため藩は寛保２年（1742）に敷金を取ることを
止めた斌結果は開発の請願力艦出し，かえって弊
害が続出したので}｢御領国之地所を無代にて控主に
相成候儀不都合に付宝暦三酉年相極り，地代金
差上きせ申候｡」「地代金は作り取に積込」まないこ
とになった［前注21)460頁]。しかし，作取期間で
も冥加米を上納させている22)。
開発予定面積と敷金･地代金は上bWIしていない(第
４表)｡藩の計画を請負わせる場合には,入札の状況
により違ってくる。また民間の計画の場合には，開
発場所の状態や願主の事情から差異がでるであろう。
地代金を徴収しないご労役を課すこともあった。
天白川河口の砂；１１卜|を開墾した柴田前新田は，文化１１
年（1814)知多郡名和村庄屋小島庄助，柴田新田庄
屋久米蔵石町鍵屋八郎兵衛が出願したものである
ｶﾈ地代金の代りに河口に推積した土砂の凌喋工事
を課し，その土砂を新田の堤築造などに利用させた
［前注11）528頁]･
新田の高成率･課税率は，開発許可状にあらかじ
め明記された。１０町歩・100石の比率で高付けきれ，
免は定免なかには永々極免（氷定免）もあり（第４
表),免相は五ツから三ツまでが普通であった。しか
し，敷金を廃止した寛保2年（1742）に新田の永定
免が禁止され,すべて見立免となった｡[前注５)132
頁]･
神戸新田の例でみたように,宝永年間(1704～10）
ころから，建全採算をとった投資企業としての新田
開発が行われだした。しかし，新田開発とくに海面
干拓新田は危険がともなうものである。海西郡稲吉
新田は，元禄15年（1702)知多郡朝倉村の七郎兵衛
が作取10年の条件で開発したが｝正徳３年（1713）
の大風』こよる潮入で不納所になった｡享保10年(1725）
に彼は，鯏浦村宇佐美孫左衛門と子宝新田吉田平左
衛門に譲り渡している［前注５）140頁]。また稲荷
2４
りされた古村も行政村であるがｌ新田村においては，
「人と土地」といった視点から，古村にはほとんど
みられないものがある。古村の場合には，住民のい
ない村や村高のない村は，初期の一国検地の趣旨に
てらして，きわめて特殊な事情がない限り，成立し
えない。しかし，古村の村切りの後に，新しい田畑
の開発によって区切られた新田村では，それらが￣
つの類型と考えられるほどである。
新田村でも多くの場合検地をうけた高成の田畑，
つまり村高があり，住民・村民が居住している。こ
れが（Ａ）基本型ご古村と同じ条件がそろってい
る。しかし,新田村には,住民のいない,（Ｂ）無人村
がある。村の田畑を耕作するのは，村外の，たいて
いは近辺の村々の百姓であり，土地の名請人(地主）
も他村の住人である。例えば｝海東郡納屋山新田は，
東福田新田の弥市が天和３年（1683）開墾に着手，
寛保４年（1744)検地の田畑９町３反歩（高109石）
からなる村であるが､｢弥市といへる者里正をつとむ。
百姓はなく，作人小屋五六戸あり。皆隣村の百姓田
畝を承佃す」るという［前注４）３８頁]。もっと小規
模の村の例として春日井郡長斉新田がある。これは，
寛文２年（1662)検地の入鹿新田（田３町３畝）の
村で｝そこに住民はおらず，隣りの春日井原新田の
村人が耕作者であり，地主であった。庄屋も春日井
原新田の住民である。なぜこのようなわずかな新
田を－村として扱ったのか，理由は明らかでないが，
明治11年（1878)春日井原新田と合併して春日井村
になるまでは，独立した村であった。
村高のない新田（Ｃ）無高村の例は，前述した春
日井郡味鋺原新田である｡見取の田畑(113町９反歩）
と松山（36町５反歩）だけご高成田畑がない。こ
の村の見取地が高成りにならないのは，土地生産力
の面もあろうカメこの村斌竹腰山城守の給人自分
起新田・上り新田であり，その請控になっているこ
とに関係があろう。前述の海西郡鳥ケ地前新田も見
取地（57町７反歩）のみである。鈴木家が開発許可
新田も元禄15年（1702)知多郡寺本村又右衛門と古
見村忠左衛門が10年作取で開発し,宝永４年(1707）
の検地で高289石となった域度々の堤防決壊のため
に，享保８年（1723)稲元新田の堤切所普請の土取
場として渡している。延享5年（1748)稲元新田の
地主・大野村綿屋六兵衛が再開墾した[前注５）137
頁]・
藩は熱田宿伝馬役の助成として,寛文13年(1673）
未開地20町歩を与え，貸付金を交付して，田畑に開
墾させたｶﾈ宝永４年（1707）の大地震正徳４年
（1714）の暴風,享保７年（1722）の烈風洪涛など
の天災があって，堤防の決壊が度々に及んだが）伝
馬役人らが借金して修築した［前注１）193頁]。こ
れが古伝馬新田である。元禄年間（1688～1704)に
も藩は同じ目的で；その南の土地25町歩を与えて開
墾させた。しかし，その後の地震・高浪・大風で堤
防の決壊が度々に及び；正徳４年（1714）の破堤に
は修造資金がととのわず,金300両で熱田材木町江戸
屋長三郎へ売却している。寛保３年（1743）検地の
長三郎新田(田畑18町歩,高203石)がこれである[前
注１）191頁]。また熱田船役人のために，延宝3年
（1675)御船奉行・横井作左衛門は熱田新田の南に
10町歩を渡して，新田に開発させた。これも，享保
７年（1722）と同14年（1729）の大風・高潮で破堤
し，船役人には修理できなかったので；山崎村徳左
衛門に６年後修理費を返済する条件（その間は徳左
衛門の作り取り）て，修築を引請けさせた城６年後
に150両の返済ができなかった｡藩から徳左衛門に返
済して,新田を返してもらった｡三ケ浦船方新田(畑
７町５反，外に葭野2町）がこれである。［前注１）
188頁]。
Ⅳ行政村としての新田村
本稿における，噺田村｣は藩が年貢徴収単位とし
て区切った行政村である。近１１t以前に村・ムラが形
成され，それが藩政の当初の総検地によって，村切
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を得た時の条件が；敷金を上納する代わりに，田畑
を「永々見取」にすることであった。藩へはわずか
136石３斗の米を納めているにすぎない｡田畑反当た
り２斗４升という低い額である。また，鳥ケ地前新
田の南の八島新田は,｢享保十一午年喜兵衛先祖の者
開墾し，於今地主なり。同人屋つくりよし。其余は
小百姓」３戸であるがb寛保２年(1742)検地の｢雑
見取」の田畑18町９反のみであり，定納米は反当た
り１斗２升５合にすぎない［前注５）140～１頁]。
この新田の場合は，将来の検地によって高成りする
可能性がある(実際には高成りはなかったが)｡つま
り，（Ａ）基本型の準備段階と考えられよう。
第４に，（Ｄ）無人・無高の新田が少なくない｡例
えば；海東郡七島新田は，天明８年（1788）検地の
見取地８町８反歩だけの村であり，住民はいない。
愛知郡土古山新田も同様元文5年（1740）開墾の
野方見取田畑40町歩のみであり，また住民もないの
である。ただし，住民の有無は，恂行記（1822年）
の記載に基づくものであり，その後に入植農民力硯
われたかも知れない。
新田が開発された当初は，ほとんどが無人であり，
検地をうけるまでは無高である。（Ｄ）無人・無高型
が第一段階である。やがて検地によって高成りする。
入植者がなければ（Ｂ）無人村であるが；多くは，
やがて住民があらわれて,（Ａ)基本型になるのであ
る。住民がすでにあっても，検地により高成りせず，
見取地と認定されるならば；（Ｃ）の無高村である。
すなわち，（Ｄ）無人・無高村から始まって，（Ｂ）
無人村あるいは（Ｃ）無高村という中間段階を経て，
（Ａ）の基本型に到達する。古村の場合は，近世初
めの村切り・検地によって当初から（Ａ）の基本型
である力；生産力の低い未開地を新らたに切り開い
た新田村では，人と高という条件を欠くのは珍しく
ない。また，検地により高成りした新田村力嚥高に
なることはないぶ無人になる可能性は常に残され
ているのである。高は固定的・累加的であるがｂ住
民は移動し増減する。無人の新田村は内陸にも臨海
部にもみられる斌無高の新田村は，前述の味鋺原
新田を除き，海面干拓新田である。開発の中間段階
にとどまっている。
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